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０ ． は じ め に  
コ ー パ ス を 使 う 者 に と っ て 、 あ ら か じ め 付 与 さ れ た 各 種 の 情 報 は 、 検 索 に お い て も そ の

後 の 分 析 に お い て も 有 用 で あ る 。 そ れ ゆ え 対 訳 コ ー パ ス に も タ グ が あ れ ば 便 利 で は な い か

と 考 え た 。 だ が 、 各 言 語 の 品 詞 は 各 言 語 に よ っ て 個 別 に 与 え ら れ て い る の が 通 常 で 、 他

の 言 語 と 対 比 さ せ た 場 合 に 、 ど ち ら か の 言 語 が 必 要 以 上 に 細 分 類 化 さ れ て い た り 、 逆 に

求 め る 分 類 が な か っ た り す る こ と が あ る 。 本 稿 で は 、 日 本 語 と 英 語 か ら な る 対 訳 コ ー パ ス

に 付 与 す る タ グ を 、 （ １ ） な る べ く 数 を 抑 え 、 （ ２ ） で き る だ け 多 く の 情 報 を 記 述 で き 、 （ ３ ） 可

能 な 限 り 日 英 間 で 共 通 に な る よ う に 、 作 成 す る 試 み に つ い て 述 べ る 。 1  

１ ． 品 詞 タ グ  
品 詞 タ グ は メ イ ン カ テ ゴ リ と ２ つ の サ ブ カ テ ゴ リ に よ っ て 記 述 さ れ る 。 メ イ ン カ テ ゴ リ は 必 須

だ が 、 サ ブ カ テ ゴ リ は 任 意 で あ る 。 表 １ に 、 メ イ ン カ テ ゴ リ の 品 詞 タ グ を 挙 げ る 。 斜 体 の 部 分

は 日 英 で 同 じ 名 称 を 使 用 し て い る タ グ で あ る 。  
 

日 本 語 のタグ  日 本 語 のタグの説 明  英 語 のタグ  英 語 のタグの説 明  
ADJ 形 容 詞  ADJ 形 容 詞  
ADV 副 詞  ADJC 形 容 詞 の比 較 級  
AN 形 容 動 詞 語 幹  ADJS 形 容 詞 の最 上 級  
ANCMP 複 合 形 容 動 詞 語 幹  ADV 副 詞  
AUX 助 動 詞  AUX 助 動 詞  
AUXEQ 助 動 詞 相 当 語  AUXBE be 動 詞 （不 定 形 ）  
COMP 補 文 標 識  AUXBED be 動 詞 （過 去 形 ）  
CZ 接 続 詞 （並 立 助 詞 を含 む）  AUXBEG be 動 詞 （- ing 形 ）  
JE 終 助 詞  AUXBEN be 動 詞 （過 去 分 詞 形 ）  
JEEQ 終 助 詞 相 当 語  AUXDO 助 動 詞 do（不 定 形 ）  
JF 副 助 詞 および係 助 詞  AUXDOD 助 動 詞 do（過 去 形 ）  
JFEQ 副 助 詞 相 当 語  AUXEQ 助 動 詞 相 当 語  
JK 格 助 詞  AUXHV 助 動 詞 have（不 定 形 ）  
JKEQ 格 助 詞 相 当 語  AUXHVG 助 動 詞 have（- ing 形 ）  
JS 接 続 助 詞  CNJC 等 位 接 続 詞  
JSEQ 接 続 助 詞 相 当 語  CNJS 従 属 接 続 詞  
N 名 詞  COMP 補 文 標 識  
NCMP 複 合 名 詞  DART 冠 詞  
NPRN 代 名 詞  DET 限 定 詞  
NPRP 固 有 名 詞  N 名 詞  
NUMB 数 字  NCMP 複 合 名 詞  
PUNC 句 読 点  NEG 否 定 辞  
RT 連 体 詞  NPRN 代 名 詞  
RTEQ 連 体 詞 相 当 語  NPRP 固 有 名 詞  
SS 接 辞  NUMB 数 字  
SSA 形 容 詞 化 接 辞  PEQ 前 置 詞 相 当 語  
SSAN AN 化 接 辞  PREP 前 置 詞  
SSAV 副 詞 化 接 辞  PUNC 句 読 点  
SSN 名 詞 化 接 辞  SYMB 記 号 類  

                                                        
1  作 業 は 実 際 の 対 訳 デ ー タ を 参 照 し な が ら 進 め た 。 情 報 通 信 研 究 機 構 自 然 言 語 グ ル ー プ の 「 日

英 新 聞 記 事 対 応 付 け デ ー タ 」 を 利 用 し た 。 ま た 、 日 本 語 の 形 態 素 解 析 に は 、 奈 良 先 端 科 学 技 術

大 学 院 大 学 の 「 C h a s e n  f o r  W i n d o w s 」 を 利 用 し た 。 日 本 語 の タ グ は 、 C h a s e n の き め 細 か い 出 力 に

ヒ ン ト を 得 た 部 分 も あ る 。 こ こ に 註 記 し て 謝 辞 と す る 。  



日 本 語 のタグ  日 本 語 のタグの説 明  英 語 のタグ  英 語 のタグの説 明  
SSQ 数 量 接 辞  V 動 詞 （不 定 形 ）  
SSV 動 詞 化 接 辞  VD 動 詞 （過 去 形 ）  
SSVN VN 化 接 辞  VING 動 詞 （- ing 形 ）  
SYMB 記 号 類  VPH 句 動 詞 （不 定 形 ）  
V 動 詞  VPHD 句 動 詞 （過 去 形 ）  
VCMP 複 合 サ変 動 詞  VPHG 句 動 詞 （- ing 形 ）  
VN サ変 動 詞 語 幹  VPHP 句 動 詞 （過 去 分 詞 形 ）  
VNCMP 複 合 サ変 動 詞 語 幹  VPPD 動 詞 （過 去 分 詞 形 ）  
VPH 句 動 詞  VZ 動 詞 （3 人 称 単 数 現 在 形 ）

表 １  
 

サ ブ カ テ ゴ リ に は 、 メ イ ン カ テ ゴ リ に 記 述 さ れ た 品 詞 の 細 分 類 を 記 述 す る 。 サ ブ カ テ ゴ リ

に 何 を 記 述 し な け れ ば な ら な い か は 、 品 詞 に よ っ て 異 な る 。 英 語 の 名 詞 な ら 、 単 数 か 複

数 か 、 代 名 詞 な ら 人 称 と 格 が 問 題 に な る 。 サ ブ カ テ ゴ リ を ２ つ 用 意 し た の は 、 品 詞 に よ っ

て 必 要 と な る 細 分 類 の 種 類 と 数 が 異 な る か ら で あ る 。 現 在 メ イ ン カ テ ゴ リ の 数 は 日 英 そ れ

ぞ れ ３ ８ だ が 、 サ ブ カ テ ゴ リ を 設 け る こ と に よ り 、 実 際 に は １ ０ ０ 以 上 の 機 能 を 区 別 す る こ と が

で き る 。 2  

２ ． 品 詞 タ グ の 基 本 概 念  
日 本 語 と 英 語 の 共 通 化 を 図 る た め に 、 内 容 語 3 の 範 疇 と そ の 関 係 を 図 １ の よ う に 規 定

し て い る 。  

 
図 １  

 
A 、 N 、 V は そ れ ぞ れ 内 容 語 の 基 本 的 な 要 素 で あ る 。 N は 静 的 な 表 現 を 担 い 、 V は 動

的 な 表 現 を 担 う 。 A は 修 飾 要 素 を 表 し 、 N を 修 飾 す る も の に は 形 容 詞 、 形 容 動 詞 、 連

体 詞 、 限 定 詞 な ど が 属 す る 。 V を 修 飾 す る も の に は 副 詞 が 属 す る 。 こ こ で 言 う 修 飾 と は 文

字 通 り 飾 る こ と で は な く 、 依 存 関 係 、 つ ま り 係 受 け 関 係 を さ す 。 V N と A N は 日 本 語 に お

                                                        
2  B r i t i s h  N a t i o n a l  C o r p u s （ B N C ） の タ グ 付 け に 用 い ら れ た C L AW S の 品 詞 タ グ の 数 は 、 バ ー ジ ョ ン

に よ っ て 異 な る が 、 C L AW S 5 で は 7 3 、 C L AW S 6 で は 1 6 0 を 超 え 、 C L AW S 7 で 1 3 7 と 、 1 0 0 以 上 の

品 詞 を 設 定 し て い る 。 あ く ま で 数 的 な も の だ が 、 こ れ ら に 匹 敵 す る 種 類 を 記 述 で き る こ と に な る 。  
3  C o n t e n t  w o r d s ,  ま た は 自 立 語 と 呼 ば れ る も の 。  
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い て 設 定 さ れ る 要 素 で 、 V N は V と N 、 A N は A と N の 両 方 の 機 能 を 持 つ 。 V N は サ 変

動 詞 語 幹 に 、 A N は 形 容 動 詞 語 幹 に 与 え ら れ る 。 V N は 動 詞 化 接 辞 “ す る ” が 後 接 す る

こ と に よ っ て V と な り 、 A N は 形 容 詞 化 接 辞 “ な ” が 後 接 す る こ と に よ っ て 形 容 詞 と な る 。

A N と “ な ” の 連 続 を 形 容 詞 と し て 扱 う こ と に よ り 、 日 本 語 に あ っ て 英 語 に は 無 い 形 容 動

詞 と い う 範 疇 を 吸 収 す る こ と が で き る 。 V N あ る い は A N と い っ た 、 ２ つ の 機 能 を 持 っ た 品 詞

の 存 在 は 、 目 的 言 語 へ の 変 換 に お い て 、 異 な る 品 詞 へ の 変 換 の 可 能 性 を 示 唆 す る 。  
図 ２ は 機 能 語 4 の 日 英 の 対 応 関 係 を 表 す 。 機 能 語 に は 言 語 間 の 差 異 が よ く 現 れ る 。  

 

 
図 ２  

 
冠 詞 は 他 の 限 定 詞 と 区 別 し て 扱 う 。 日 本 語 で は 通 常 は 冠 詞 に 相 当 す る 語 彙 項 目 を

訳 出 し な い か ら で あ る 。 特 に 必 要 な と き は 、 連 体 詞 と な っ て 現 れ る 。 逆 に 英 語 で 語 彙 項

目 を 持 た な い こ と が あ る の は 、 日 本 語 の 格 助 詞 で あ る 。 補 文 標 識 （ C O M P ） を 品 詞 と し て

設 け た の は 、 補 文 構 造 を 認 識 さ せ る た め で あ る 。 関 係 詞 、 t o 不 定 詞 は C O M P と 記 述 さ

れ る 。 日 本 語 の 助 詞 類 で 英 語 と の 対 応 が と り づ ら い の は 、 副 助 詞 類 （ J F ） と 終 助 詞 類

（ J E ） で あ る 。 副 助 詞 は 英 語 で は 副 詞 と な っ て 現 れ る こ と も 多 い が 、 疑 問 の 終 助 詞 な ど は 、

そ の 問 い の 対 象 に な っ て い る も の に 応 じ て 、 英 語 で は 文 構 造 と 品 詞 を 使 い 分 け る こ と に な

る 。 接 続 詞 は 従 来 、 日 本 語 と 英 語 と で 解 釈 の 違 い が あ る よ う だ が 、 こ こ で は 、 等 位 接 続

詞 と 従 属 接 続 詞 と い う 英 語 の 分 類 に 従 う 。 そ の 意 味 で 、 日 本 語 の 並 立 助 詞 は 、 接 続 詞

（ C Z ） に 分 類 し た 。  
図 ２ に 示 し た 対 応 は 、 直 訳 が 行 わ れ た 場 合 の 予 測 で あ っ て 、 実 際 の 翻 訳 に お い て は 、

も っ と 多 様 な 変 換 の 仕 方 が 観 察 さ れ る は ず で あ る 。  

３ ． 修 飾 タ グ  
品 詞 間 の 係 り 受 け 関 係 を 表 す タ グ で あ る 。 日 本 語 の “ の ” 、 英 語 の “ o f ” は 、 多 く の 場

合 、 “ m o d ” の 修 飾 タ グ を 持 つ 助 詞 あ る い は 前 置 詞 と 記 述 さ れ る 。 “ m o d 1 ” は 英 語 に 固 有 、

                                                        
4  F u n c t i o n  w o r d s ,  ま た は 付 属 語 と 呼 ば れ る も の 。  
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“ m o d 3 ” は 日 本 語 に 固 有 な タ グ で あ る 。  
 

タ グ  説 明  適 用 言 語  

m o d  助 詞 あ る い は 前 置 詞 が 、 名 詞 に 係 る 場 合  日 本 語  
英 語  

m o d 1  動 詞 、 形 容 詞 に よ る 後 置 修 飾  英 語  

m o d 2  動 詞 、 形 容 詞 に よ る 前 置 修 飾  日 本 語  
英 語  

m o d 3  動 詞 句 、 節 に よ る 前 置 修 飾 （ ＝ 連 体 修 飾 節 ）  日 本 語  
表 ２  修 飾 タ グ  

４ ． 共 起 タ グ  
“ も し ” と い う 日 本 語 の 副 詞 は 、 接 続 助 詞 “ ば ” や 、 仮 定 形 “ な ら ” を 伴 う こ と が あ る 。 共

起 タ グ は 、 こ の よ う な 離 れ た 位 置 に あ る 呼 応 表 現 を 関 係 付 け る た め の タ グ で あ る 。  
 

タ グ  説 明  
c o l _ 0 1 a  一 文 内 に お け る 最 初 の 共 起 セ ッ ト の 最 初 の 要 素  
…   
c o l _ 0 1 z  一 文 内 に お け る 最 初 の 共 起 セ ッ ト の ｚ 番 目 の 要 素  
c o l _ n n a  一 文 内 に お け る n n 番 目 の 共 起 セ ッ ト の 最 初 の 要 素  
…   
c o l _ n n z  一 文 内 に お け る n n 番 目 の 共 起 セ ッ ト の ｚ 番 目 の 要 素  

表 ３  共 起 タ グ  

５ ． タ グ に よ る 検 索  
上 に 説 明 し た タ グ は 、 一 形 態 素 一 行 の 垂 直 フ ォ ー マ ッ ト の 形 態 素 解 析 結 果 に 、 表 計

算 の シ ー ト 上 で 記 述 で き る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 一 行 を 一 レ コ ー ド と み な し て デ ー タ ベ ー

ス 上 で 検 索 を 行 う こ と が で き る 。 品 詞 タ グ と 修 飾 タ グ の な か か ら ひ と つ 以 上 の タ グ を 指 定 す

れ ば 、 原 文 と そ れ に 対 応 す る 訳 文 を 検 索 結 果 と し て 得 る こ と が で き る 。 “ m o d 3 ” で 記 述 さ

れ る 日 本 語 の 連 体 修 飾 節 は 、 英 文 で は 様 々 な パ タ ー ン で 訳 さ れ て い る こ と が 観 察 さ れ

る 。  

６ ． 今 後 の 課 題  
現 段 階 で 設 定 さ れ て い る タ グ は 、 ま だ 整 理 ・ 拡 張 の 余 地 が あ る 。 今 回 は ど ち ら か と い う

と 日 本 語 か ら 英 語 へ の 変 換 を 前 提 に し て い た が 、 英 語 か ら 日 本 語 へ の 変 換 と い う 見 方

を す れ ば 、 ま た 新 た な 品 詞 が 必 要 に な る か も し れ な い 。  
ま た 、 こ の よ う な タ グ を 付 与 さ れ た 対 訳 コ ー パ ス を 使 い こ な し て い く た め の ツ ー ル も 必 要

に な る で あ ろ う 。  


